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利用される方に合わせて、各種ペー
ジをピックアップしていきます。

利用が多いコンテンツへのショー
トカットを配置しています。
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利用される方が「知りたいこと」
を内容から探す入口です。

支払基金

支払基金ホームページをご活用ください

「お知らせ」と「プレスリリース」を切
り替えて表示させることができます。

審査事務担当者と照会連絡先を
検索いただけます。
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瑠璃光寺五重塔（山口県）

その佇まいの美しさから「日本三名
塔」の一つに数えられる瑠璃光寺五
重塔。室町時代に当時の有力大名で
あった大内義弘を弔うために建立さ
れたもので、国宝にも指定されてい
ます。山口市の自然豊かな香山公園
内にあり折々の美しい景観が楽しめ
ますが、特に雪に覆われる冬季に
は、モノトーンの世界に浮かぶ印象
的な姿を鑑賞することができます。
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このたびの令和６年能登半島地震によりお亡くなりになられた方々へ深い
哀悼の意をささげますとともに、被害にあわれた皆さまに謹んでお見舞い
申し上げます。
皆さまの安全と一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。

支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）に「令和６年能登半島地震に関するお知らせ」
のページを設け、支払基金からのお知らせ、厚生労働省からの事務連絡を掲載しています。
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デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

は
、
健
康
保
険
組
合
に
よ
る
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
の
事
業
運
営
の
円
滑
化
と
標
準
化

を
は
か
り
、
事
業
の
実
効
性
を
上
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
27
年
度
厚
生

労
働
省
高
齢
者
医
療
制
度
円
滑
運
営
事

業
費
補
助
金
の
一
環
で
東
京
大
学
が
開

発
し
た
支
援
ツ
ー
ル
で
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
の
第
２
期
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
で
は
、
す
べ
て
の
健
康
保

険
組
合
が
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
活
用
し

て
計
画
策
定
お
よ
び
評
価
・
見
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
令
和
４
年
７
月
か
ら
は
、

支
払
基
金
に
移
管
し
運
営
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
を
通
じ
て
健
康
保
険
組
合
は
、
健

康
課
題
と
保
健
事
業
の
紐
づ
け
や
事
業

ご
と
の
定
量
的
な
評
価
指
標
の
設
定
・

評
価
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
取
組
状

況
の
見
え
る
化
や
、
健
康
保
険
組
合
相

互
の
比
較
に
よ
り
、
将
来
的
に
健
康
課

題
別
の
効
果
的
な
保
健
事
業
の
パ
タ
ー

ン
化
や
成
功
事
例
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
化

を
目
指
し
て
い
ま
す
。（
図
表
１
）

図表１●データヘルス・ポータルサイトのトップページ

第
３
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
作
成
に
向
け
た

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
活
用

　

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は
、
平
成
27
年
度
よ
り
全
国
的
に
開
始
さ
れ
た
保
険
者
の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
取
組
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
推
進
に
役
立
つ
様
々
な
情
報
の
一
元
化
を
は
か
り
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
推
進
に
関
わ
る
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
に
わ
か
り
や
す
く
情
報
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
構
築
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

各
保
険
者
に
お
い
て
は
令
和
６
年
度
か
ら
始
ま
る
「
第
３
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
活
用
す
る
上
で
の
新
た
な
機
能
や
改
善
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
概
要

1

特集

❶

❷ ❸
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４
－
１

　

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

は
、
健
康
保
険
組
合
の
皆
様
が
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
を
策
定
し
た
り
、
実
績
報

告
を
登
録
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
運
用

に
あ
た
っ
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

運
用
や
改
修
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労

働
省
、
健
康
保
険
組
合
連
合
会
、
東
京

大
学
、
運
営
保
守
事
業
者
、
支
払
基
金

の
五
者
で
定
期
的
に
協
議
の
上
、
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

は
主
に
３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

①
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
作
成
、
評
価
、

見
直
し
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
、

「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
作
成
／
評
価

　

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
と
は
、
急
速
な

高
齢
化
や
疾
病
構
造
の
変
化
に
対
応
す

お
よ
び
見
直
し
支
援
ツ
ー
ル
」

②
実
務
担
当
者
の
皆
様
に
有
益
な
情
報

を
提
供
し
、
教
育
、
研
修
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
大
学
」

③
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
運
営
に
資
す
る
情

報
提
供
を
目
的
と
し
た
「
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

　

平
成
27
年
よ
り
全
国
的
に
開
始
さ
れ
た

保
険
者
の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
P
D
C
A

の
取
組
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
推
進
に
役
立
つ
情
報

の
一
元
化
を
は
か
り
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

の
推
進
に
関
わ
る
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
に
わ
か
り
や
す
く
情
報
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
構
築
し
て
い

ま
す
。

事
業
を
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
で
効
果

的
・
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
の
事
業

計
画
で
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
従
業
員
や
健
康
保
険

組
合
加
入
者
の
健
康
改
善
と
医
療
費
適

正
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
民
の
健
康
寿

命
の
延
伸
の
た
め
の
、
予
防
・
健
康
管

理
に
資
す
る
取
組
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
す
べ
て
の
健
康
保
険
組
合

で
は
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
作
成
、
公

表
、
事
業
の
実
施
、
評
価
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
し
て
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
は
、
健
康
保
険
組
合
に
よ
る

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
事
業
を
効
率
的
か
つ

効
果
的
に
実
施
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

支
援
ツ
ー
ル
で
す
。

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
役
割

2
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
目
的
と

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
意
義

3

る
た
め
、
健
診
情
報
や
レ
セ
プ
ト
情
報

な
ど
の
デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
き
、
保
健

　

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
、
P
D
C
A

サ
イ
ク
ル
に
基
づ
き
事
業
運
営
を
行
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、

①
デ
ー
タ
に
基
づ
く
健
康
課
題
の
明
確

化
、
事
業
の
評
価
・
見
直
し

②
健
康
課
題
と
そ
れ
ぞ
れ
の
保
健
事
業

の
〝
つ
な
が
り
〞
を
意
識
し
た
事
業

実
施

③
理
事
会
・
組
合
会
／
国
・
保
険
者
団

体
へ
の
報
告
作
成
支
援

④
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
加
算
・
減
算

制
度
に
お
け
る
総
合
評
価
指
標
と
の

対
応
や
点
数
確
認

⑤
全
組
合
集
計
に
よ
る
有
効
な
保
健
事

業
の
パ
タ
ー
ン
化

と
い
っ
た
こ
と
が
行
え
る
よ
う
に
開
発

さ
れ
て
い
ま
す
。

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル
の
実
施

　

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
実
施
し
て
い

く
上
で
は
、
保
健
事
業
の
検
討
に
つ
な

が
る
よ
う
、
計
画
、
実
施
、
評
価
、
改

善
と
い
っ
た
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
基

づ
き
、
問
題
の
構
造
を
明
確
に
す
る
た

め
の
分
析
や
現
状
把
握
を
行
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
お
け
る

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
は
、
①
６
年
や
３

年
と
い
っ
た
「
期
単
位
」
の
大
き
な

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
と
、
②
「
年
度
単

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
構
造

（
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
）

4
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４
－
２

位
」
の
小
さ
な
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の

２
つ
の
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

①「
期
単
位
」
の
大
き
な
P
D
C
A
サ

イ
ク
ル
で
は
、
毎
年
度
の
保
健
事
業

の
積
み
上
げ
に
よ
り
、中
長
期
で
の
目

標
の
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

②「
年
度
単
位
」
の
小
さ
な
P
D
C
A

サ
イ
ク
ル
で
は
、
１
年
と
い
う
短
期

で
実
施
す
る
保
健
事
業
の
評
価
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
早
期
に
課
題
を
把

握
し
、
事
業
の
見
直
し
を
検
討
し
や

す
く
な
り
ま
す
。（
図
表
２
）

計
画
書
の
構
造

　

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

に
お
け
る
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
書
は
、

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
か
ら
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

①「
期
単
位
」
の
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル

で
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
の
情
報
を
基
に

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
で
健
康
課
題
を
抽
出
し
、

そ
の
健
康
課
題
に
基
づ
き
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ

３
で
保
健
事
業
の
計
画
を
立
て
、
最

終
年
度
に
は
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４
で
評
価
・

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

②「
年
度
単
位
」
の
P
D
C
A
サ
イ
ク

ル
で
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４
の
結
果
を
踏

ま
え
て
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３
で
設
定
し
た

事
業
計
画
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

各
ス
テ
ッ
プ
に
お
い
て
入
力
し
た
内
容

か
ら
、
自
健
康
保
険
組
合
の
現
状
を
把

握
し
、
健
康
課
題
を
見
え
る
化
す
る
こ

図表２●データヘルス計画の構造

図表３●データヘルス・ポータルサイトにおけるデータヘルス計画書のデータ構造

●期（6年）単位のPDCAサイク
ルでは、STEP1の情報を基に
STEP2で健康課題を抽出

● 抽 出した健 康 課 題に基づき
STEP3にて保健事業の計画を
立て、最終年度にはSTEP4で
評価・見直しを実施

年 度（1年 ） 単 位 の
pdcaサイクルでは、
STEP4の結果を踏ま
えてSTEP3を見直し

STEP1-2、1-3、2
毎年の見直しまではしなくてよ
く、各年度の編集は基本的に
は行わない（期初に作成したデー
タがそのまま反映される）

STEP3
前年度の事業の結果等を踏
まえて各年度で編集

※「データヘルス計画作成の手引き（第３期改訂版）」（厚生労働省 保険局、健康保険組合連合会）をもとに作成

※「データヘルス計画作成の手引き（第３期改訂版）」
　　（厚生労働省 保険局、　健康保険組合連合会）をもとに作成

と
が
で
き
、
課
題
解
決
の
た
め
の
方
向

性
を
検
討
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
的
確
な
情
報
の
入
力
を
お
願
い

し
ま
す
。（
図
表
３
）

STEP4-2
各年度の結果を踏まえて、6
年分の評価を実施

STEP4-1
事業の結果を登録するため各
年度で編集
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5
－
１
第
３
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
に
お
け
る

主
な
変
更

　

第
３
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
つ
い

て
、
第
２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
と
基

本
構
造
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
・
健
康
保
険

組
合
の
入
力
負
担
が
軽
減
す
る
よ
う
機

能
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

①
主
要
事
業
の
計
画
の
プ
リ
セ
ッ
ト　

　

保
健
事
業
計
画
は
入
力
項
目
が
多
い

た
め
、
事
業
数
が
多
い
場
合
に
は
入
力

の
手
間
が
大
き
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

他
方
、
こ
れ
ま
で
の
デ
ー
タ
分
析
に

よ
り
、
特
定
健
診
、
特
定
保
健
指
導
等

の
主
要
事
業
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
入

力
項
目
に
つ
い
て
適
切
に
〝
推
奨
す
る
〞

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
要
事
業
に
つ
い
て
は
、
全
健
康
保

険
組
合
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３
に
お
い
て
推
奨

す
る
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
、
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
指
標
を
プ
リ
セ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
よ

り
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
標
準
化
・

パ
タ
ー
ン
化
が
推
進
さ
れ
る
と
と
も
に
、

健
康
保
険
組
合
の
入
力
の
負
担
軽
減
を

図
り
ま
し
た
。

第
３
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の

策
定
に
あ
た
っ
て

5
図表４●健康課題カテゴリにおける選択肢の修正

STEP２の健康課題の医療費・
患者数の小分類を削除

②
健
康
課
題
等
選
択
肢
の
見
直
し

　

自
健
康
保
険
組
合
の
健
康
課
題
を
整

理
し
保
健
事
業
と
紐
づ
け
る
た
め
の
選

択
肢
（
カ
テ
ゴ
リ
）
は
、
第
１
期
、
第

２
期
計
画
書
の
デ
ー
タ
蓄
積
を
経
て
選

択
傾
向
が
見
え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
健
康
課
題
の
カ
テ
ゴ
リ
」・「
事
業
分

類
」・「
プ
ロ
セ
ス
・
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

分
類
」
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。（
図

表
４
～
７
）

　

健
康
課
題
に
応
じ
た
適
切
な
保
健
事

業
へ
の
間
接
的
な
誘
導
に
加
え
、
集

図表５●事業分類
▶第３期データヘルス計画

図表６●プロセス分類
▶第３期データヘルス計画
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計
・
分
析
の
正
確
性
向
上
が
図
ら
れ
る

ほ
か
、
入
力
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

③
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
の
改
善

　

特
定
健
診
等
実
施
計
画
の
作
成
画
面

に
お
い
て
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
か
ら

自
動
反
映
さ
れ
る
部
分
は
、「
ど
の

S
T
E
P
か
ら
自
動
反
映
さ
れ
る
か
」

も
含
め
て
分
か
り
や
す
い
よ
う
明
記
し

ま
し
た
。（
図
表
８
）

機
能
改
善

　

健
康
保
険
組
合
の
皆
様
か
ら
の
ご
要

望
や
、「
第
３
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

に
向
け
た
方
針
見
直
し
の
た
め
の
検
討

会
」
で
示
さ
れ
た
方
向
性
を
踏
ま
え
、

主
に
4
つ
の
既
存
機
能
の
改
善
を
行
い

ま
し
た
。

①
外
部
委
託
事
業
者
の
登
録
・
閲
覧
機
能

　

計
画
策
定
時
に
、
自
健
康
保
険
組
合

の
取
組
に
あ
っ
た
外
部
委
託
事
業
者
を

見
つ
け
や
す
く
す
る
た
め
の
検
索
・
閲

覧
機
能
を
実
装
し
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
サ
ー
ビ
ス
分
類
や
事
業
者
名
等
で

検
索
し
、
一
覧
リ
ス
ト
内
の
保
健
事
業

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
詳
細
情
報
が
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
績
報
告
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４
–

１
）
に
お
い
て
、
健
康
保
険
組
合
内
で

の
振
り
返
り
を
目
的
と
し
た
評
価
機
能

も
実
装
し
て
い
ま
す
。（
図
表
９
）

②
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
相
互
閲
覧
機
能

　

同
業
種
や
同
規
模
な
ど
、
自
健
康
保

険
組
合
と
属
性
が
類
似
す
る
健
康
保
険

組
合
の
取
組
を
参
照
す
る
機
能
を
実
装

し
ま
し
た
。

　

参
照
の
際
に
は
、
事
業
に
関
す
る
検

索
項
目
（
事
業
分
類
、
プ
ロ
セ
ス
・
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
分
類
、
評
価
指
標
等
）、

図表７●ストラクチャー分類
▶第３期データヘルス計画

図表８●特定健康診査等実施計画の改善

保
険
者
に
関
す
る
検
索
項
目
（
業
種
、

加
入
者
数
、
所
在
地
等
）
で
事
業
の
絞

り
込
み
検
索
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

（
図
表
10
）

※
他
健
康
保
険
組
合
の
保
健
事
業
の
詳
細
情
報
を
閲

覧
す
る
に
は
、
自
健
康
保
険
組
合
の
保
健
事
業
の

詳
細
情
報
の
閲
覧
も
可
能
で
あ
る
こ
と
の
「
相
互

閲
覧
機
能
に
つ
い
て
の
同
意
」
を
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

③
総
合
評
価
指
標
の
点
数
確
認
シ
ー
ト

　

総
合
評
価
指
標
の
点
数
確
認
シ
ー
ト

の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
確
定
操
作
機

能
の
追
加
、
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
表
示
等
に

よ
る
画
面
デ
ザ
イ
ン
を
工
夫
し
ま
し
た
。

（
図
表
11
）

追加
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図表９●外部委託事業者の登録・閲覧機能

押下で詳細表示

図表10●データヘルス計画の相互閲覧機能

図表11●総合評価指標の点数確認シート

●実績報告（左）と総合評価指標（右）とで同様
の操作が可能なように画面デザインを工夫

●いずれかの確定操作が行われたら、もう一方の
確定操作も行うような案内を表示

月刊基金 February 20247



５
－
３

図表12●集計・可視化機能の拡張 ④
集
計
・
可
視
化
機
能
の
拡
張

　

健
康
保
険
組
合
に
お
け
る
分
析
を
支

援
す
る
た
め
、
共
通
の
評
価
指
標
の
グ

ラ
フ
を
自
動
作
成
す
る
集
計
・
可
視
化

機
能
を
拡
張
し
ま
し
た
。（
図
表
12
）

共
通
の
評
価
指
標

　
　
　
　
　
　
（
図
表
13
）

　

健
康
保
険
組
合
共
通
の
評
価
指
標
は
、

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
全
体
と
保
健
事
業

を
客
観
的
に
評
価
す
る
も
の
で
、
全
部

で
23
指
標
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
度
ま
で
は
、
国
か
ら
提
供
さ
れ

る
８
指
標
（
特
定
健
診
実
施
率
、
特
定

保
健
指
導
実
施
率
、
生
活
習
慣
リ
ス
ク

保
有
者
率
（
喫
煙
、
運
動
、
食
事
、
飲

酒
、
睡
眠
）、
後
発
医
薬
品
の
使
用
割

合
）
以
外
の
指
標
は
、
健
康
保
険
組
合

で
自
己
集
計
し
て
実
績
と
目
標
を
入
力

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
入
力

に
つ
い
て
は
任
意
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
実
績
が
入
力
さ
れ
て
い

る
健
康
保
険
組
合
が
少
な
く
（
約
３
・

６
％
）、
実
績
が
未
入
力
の
健
康
保
険

組
合
で
は
目
標
も
未
入
力
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
支
払
基
金
は
、
既
に
国
か

ら
提
供
さ
れ
て
い
る
８
指
標
を
含
む

「
５
大
が
ん
精
密
検
査
受
診
率
」
以
外

の
計
22
指
標
を
集
計
・
プ
リ
セ
ッ
ト
し

ま
し
た
。（
図
表
14
）

　

こ
れ
に
よ
り
、
未
入
力
で
あ
っ
た
健

康
保
険
組
合
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
保

健
事
業
の
取
組
状
況
や
効
果
等
を
把
握

し
、効
果
的
な
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
見

直
し
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
各
指
標
の
デ
ー
タ
の
参
照
元

と
算
出
方
法
が
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
正
確
に
他
組
合
と
の
比
較
が

可
能
と
な
り
ま
す
。22指標の令和３年度の集計値を

プリセットしました。

図表13●集計・可視化機能及び共通評価指標対応表

図表14●共通評価指標画面
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厚
生
労
働
省
の
通
知
※
上
、「
第
３
期

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
つ
い
て
は
、
令

和
６
年
３
月
末
ま
で
に
作
成
し
、
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
て
入

力
を
行
う
こ
と
（
中
略
）
な
お
、
作
成

し
た
第
３
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
は
、

今
後
、
令
和
５
年
度
の
決
算
状
況
や
事

業
結
果
を
踏
ま
え
て
見
直
し
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
修
正
期
間
を
別
途
設

け
る
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

の
期
末
評
価
に
つ
い
て
も
同
様
に
「
令

和
４
年
度
ま
で
の
事
業
結
果
を
以
て
、

令
和
６
年
３
月
末
ま
で
に
作
成
し
、

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に

て
入
力
を
行
う
こ
と
。
な
お
、
作
成
し

た
期
末
評
価
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
令

和
５
年
度
の
決
算
状
況
や
事
業
結
果
を

踏
ま
え
て
見
直
し
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
別
途
修
正
期
間
を
設
け
る
。」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
健
康
保
険
組
合
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
令
和
６
年
３
月

31
日
ま
で
に
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
よ
り
第
３
期
計
画
書
及
び
第

▲
共通の評価指標
データ追加・更新

第３期計画書作成 -3/31〆

第２期末評価 -3/31〆

▲
第３期計画書
確定・提出

（仮）第３期計画書修正期間

（仮）第２期期末
　　  評価修正期間

（仮）R５実績報告

第
３
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
及
び
第
２
期

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
図
表
15
）

6

図表15●データヘルス計画書作成に係るスケジュール ２
期
期
末
評
価
の
確
定
・
提
出
を
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
修
正
期
間
の
詳
細
は
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
通
じ
て

連
絡
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※
通
知
の
詳
細
に
つ
い
て
は
10　

関
連
リ
ン
ク
先
「
第

３
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
の
留

意
事
項
等
に
つ
い
て
」
及
び
「
第
２
期
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
の
期
末
評
価
の
報
告
に
つ
い
て
」
参
照

さ
い
ご
に

7
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス

8
　

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
は
、
国
民
の
健

康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
て
お
り
、「
働

き
盛
り
世
代
の
健
康
を
基
盤
と
し
た
持

続
可
能
な
長
寿
社
会
の
構
築
」
に
資
す

る
社
会
基
盤
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

第
３
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
策
定

に
あ
た
っ
て
も
、
デ
ー
タ
で
捉
え
た
加

入
者
や
職
場
の
特
性
を
踏
ま
え
た
設
計

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

各
健
康
保
険
組
合
に
お
い
て
入
力
さ

れ
た
情
報
や
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
で
提
供
し
て
い
る
情
報
を
活

用
し
て
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
保
健
事

業
を
実
施
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
支

払
基
金
で
は
、
利
用
者
の
皆
様
の
ご
意

見
・
ご
要
望
を
踏
ま
え
な
が
ら
運
営
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

12
/
8　

関
連
法
規
・
通
知
ペ
ー
ジ
の

更
新
を
行
い
ま
し
た

12
/
8　

活
用
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
更

新
を
行
い
ま
し
た

12
/
27　

共
通
の
評
価
指
標
の
更
新
を

行
い
ま
し
た

●
10
ペ
ー
ジ
か
ら
第
３
期
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
書
を
作
成
す
る

際
の
Ｑ
＆
Ａ
を
紹
介
し
ま
す
。

12
/
27　

関
連
法
規
・
通
知
ペ
ー
ジ
に

共
通
の
評
価
指
標
に
係
る
事

務
連
絡
を
掲
載
し
ま
し
た

確定ボタンの押下まで
お願いします
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　第３期データヘルス計画書を作成する際のQ&Aについて紹介します。

STEP1-1 ～ 1-3（現状把握）、STEP2（健康課題の抽出）のSTEPは、第３期計画書（６か年）の
STEP3（事業計画）を作成する際に入力いただくSTEPです。
したがって、STEP3以外については原則毎年度修正いただく必要はありませんが、STEP1-1の加
入者数等の情報は最新のものを入力してください。

共通の評価指標を各保健事業のアウトカム指標に設定していただくことは問題ありません。指標設
定の際の参考にしてください。
なお、共通の評価指標以外の指標を設定することも問題ありません。各健康保険組合の実情に合わ
せて設定をお願いします。

STEP1-1 ～ 1-3（現状把握）、STEP2（健康課題の抽出）のSTEPは、第３期計画書（６か年）の
STEP3（事業計画）を作成する際に入力いただくSTEPです。
STEP1-2は、前期（第２期）に実施してきた事業を振り返るためのSTEPです。一方、STEP3は
新たな期（第３期）の事業計画を入力するSTEPです。そのため両者は連動していません。

実態に合わせて見直していただいて問題ありません。
事業を追加する場合はSTEP3で「事業の追加」をクリックして新規登録してください。

原則として、すべての保健事業について記入してください。ただし、介護機器の購入等の在宅療養
支援事業、高額医療費貸付、在宅療養支援資金貸付や保健事業費から支出している会費等、その他
これらに準ずるものについては記載不要です。

STEP3だけでなく、毎年STEP1-1～1-3、STEP2も見直す必要があるのか。

共通の評価指標は保健事業のアウトカム指標等に設定してよいか。

計画書におけるSTEP1-2とSTEP3の違いはなにか。
STEP1-2とSTEP3は連動しているのか。

期の途中で事業や健康課題を見直しても問題ないか。

ポータルサイトではすべての保健事業を登録すべきなのか。

Q3

Q4

Q5

Q2

Q1

A

A

A

A

A
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関連リンク先10

データヘルス・ポータルサイト
https://datahealth-portal.jp/

データヘルス計画作成の手引き（第３期改訂版）
https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/001114929.pdf

データヘルス・ポータルサイトの基本構成と操作ガイド（第10.2 版）
データヘルス・ポータルサイトへログイン後、支援ツールページの上部にリンク有

共通評価指標の算出
データヘルス・ポータルサイトへログイン後、支援ツールページから共通の評価指標の「入力する」ボタンを押下後、

「算出方法を見る」より確認可

健康保険組合の皆さま（データヘルス・ポータルサイトログインIDが必要です）

必ずしも実施する必要があるとは限りませんが、個別の保健事業を効果的・効率的に実施する上で
も重要な事業等であるため、手引き等を参考に「職場環境の整備」と「加入者への意識づけ」に位
置づける事業を検討してください。

事業分類として「職場環境の整備」「加入者への意識づけ」「個別の事業」とあるが、
「職場環境の整備」と「加入者への意識づけ」は必ず実施しなければならないのか。

Q6

A

第３期データヘルス計画の策定に当たっての留意事項等について
https://datahealth-portal.jp/index.php?action_kouhyou_getcontent=true&Type=fm&ContentFileID=66

第２期データヘルス計画の期末評価の報告について
https://datahealth-portal.jp/index.php?action_kouhyou_getcontent=true&Type=fm&ContentFileID=65

参　考
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Topics

　

塩し
お

崎ざ
き

彰あ
き

久ひ
さ

厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
が

令
和
５
年
12
月
19
日
（
火
）、
支
払
基
金

本
部
を
来
訪
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
な
ど
の
業
務
を
担
う
保
健
医
療
情
報

部
門
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
塩
崎
政
務
官
が
医
療
Ｄ
Ｘ

を
担
う
支
払
基
金
の
役
割
や
取
組
の
進

捗
に
つ
い
て
、
現
場
の
声
を
聞
く
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

視
察
で
は
冒
頭
、
神
田
理
事
長
と
塩

崎
政
務
官
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
神

田
理
事
長
は
、
支
払
基
金
改
革
に
よ
り

審
査
実
績
が
向
上
し
、
査
定
額
で
み
る

と
原
審
査
だ
け
で
前
年
度
と
比
較
し
て

今
の
見
込
み
で
は
年
間
44
億
円
増
加
し

て
お
り
、
直
接
的
に
医
療
費
の
適
正
化

が
図
ら
れ
る
な
ど
、
大
き
な
成
果
が
出

つ
つ
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
部
門
の
現
状
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　

塩
崎
政
務
官
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
、
そ
し
て
医
療
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
構
築
と
と
も
に
、
支
払
基
金
が
新

し
い
付
加
価
値
を
つ
け
、
こ
の
日
本
が

持
つ
世
界
最
高
の
デ
ー
タ
が
日
本
の
保

健
医
療
を
引
っ
張
っ
て
い
く
財
産
に
生

ま
れ
変
わ
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
る
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

塩崎彰久
厚生労働大臣政務官が
支払基金を来訪

12月刊基金 February 2024



Topics

あいさつ　
神田理事長、塩崎政務官

支払基金の概要説明

業務体制視察

意見交換・全体質疑

保健医療情報部門説明

AIによるレセプト振分機能説明

▶支払基金改革の取組

▶データヘルス関連業務の実施体制
支払基金における医療DXの課題
　⑴オンライン資格確認等の利用促進、用途拡大
　⑵全国医療情報プラットフォームの構築、診療報酬改定ＤＸの推進
　⑶支払基金の「抜本的改組」に向けて

▶支払基金における医療DXの推進に向けた取組状況

▶審査支払システムのＡＩによる
   レセプト振分機能の仕組み
２種類のＡＩを組み合わせ目視対象レセプトとするか否か
の判断をする仕組み
令和３年９月のＡＩの導入時は目視対象レセプトの請求
レセプトに占める割合（目視割合）は２割だったが、令
和４年10月には1.5割、令和５年10月には１割へ絞り
込んでいる

▶画面審査のデモンストレーション

現在の目視率は10.6％とな
り、目視対象レセプトに対
する審査事務実施割合及び
審査実施割合は大幅に上昇
し審査実績を上げている

視察スケジュール 開会

視察終了

月刊基金 February 202413



Topics

て
い
る
支
払
基
金
の
役
割
の
重
要
性
を

改
め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
急

速
に
広
が
る
医
療
Ｄ
Ｘ
へ
の
期
待
の
中

で
、
皆
さ
ん
が
感
じ
る
政
策
課
題
や
人

員
の
問
題
な
ど
を
伺
い
た
い
。

神
田
理
事
長　
　

保
健
医
療
情
報
部
門

は
、
厚
労
省
か
ら
の
出
向
者
や
外
部
登

用
の
ほ
か
、
支
払
基
金
職
員
で
構
成
さ

れ
、
現
在
１
２
３
名
体
制
で
あ
る
。
支

払
基
金
改
革
で
５
３
０
人
の
定
員
削
減

を
行
い
、
地
方
組
織
の
現
場
は
定
員
欠

如
の
状
態
で
あ
る
が
、
そ
の
現
場
の
中

か
ら
公
募
を
し
、
や
る
気
と
能
力
の
あ

る
職
員
に
本
部
へ
来
て
も
ら
っ
て
い
る
。

厚
労
省
に
も
特
に
人
員
の
確
保
に
つ
い

て
お
願
い
を
し
た
い
。

　

も
う
一
つ
は
、
医
療
Ｄ
Ｘ
全
体
の
グ

リ
ッ
プ
機
能
を
強
化
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
例
え
ば
今
後
も
リ
フ
ィ
ル
処
方
に

対
応
し
た
電
子
処
方
箋
に
引
き
続
き
、

３
月
に
は
医
療
扶
助
、
４
月
に
訪
問
診

療
と
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
、
６
月
に
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
が
運
用
開
始
さ
れ
る
が
、
そ
の

都
度
医
療
機
関
等
は
シ
ス
テ
ム
改
修
や

補
助
金
申
請
が
必
要
に
な
る
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
が
検
討
会
を
立
ち
上

げ
シ
ス
テ
ム
開
発
を
し
て
い
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
で
は
最
適
で
あ
る
も

の
の
、
全
体
と
し
て
見
る
と
顔
認
証
付

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
何
回
も
同
意
画
面

で
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、

高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
利
用
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
。
利
用
者
目
線
で
全
体
を

統
括
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

塩
崎
政
務
官　
　

１
点
目
の
人
員
に
つ

い
て
は
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
機
能
に

適
し
た
人
材
が
十
分
に
い
る
の
か
ど
う

か
検
討
し
、
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
十
分
引

っ
張
っ
て
い
け
る
よ
う
な
体
制
に
な
る

よ
う
に
受
け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

２
点
目
に
つ
い
て
は
、
メ
ニ
ュ
ー
が

多
す
ぎ
て
細
か
く
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

る
う
ち
に
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る

こ
と
は
な
い
か
、
分
か
り
や
す
く
伝
え

ら
れ
る
方
法
は
な
い
か
な
ど
、
実
務
者

か
ら
の
意
見
と
し
て
し
っ
か
り
受
け
止

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
促
進

を
し
て
い
く
中
で
、
ユ
ー
ザ
ー
が
よ
り

便
利
で
快
適
だ
と
感
じ
る
も
の
に
な
る

た
め
に
、
個
別
同
意
の
仕
組
み
に
課
題

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、

日
頃
の
業
務
の
中
で
感
じ
て
い
る
ポ
イ

ン
ト
だ
と
思
う
。
武
見
大
臣
以
下
、
医

療
Ｄ
Ｘ
の
加
速
に
向
け
て
様
々
な
施
策

を
進
め
て
い
く
中
で
し
っ
か
り
検
討
し

た
い
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
振
分
機
能
の
名

称
を
決
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て

塩
崎
政
務
官　
　

ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
は
、

豊
富
な
デ
ー
タ
量
が
あ
り
、
ま
さ
に
Ａ

Ｉ
が
活
躍
で
き
る
分
野
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。
理
念
だ
け
で
は
な
く
、

実
際
に
動
い
て
、
さ
ら
に
業
務
効
率
化

に
役
立
っ
て
い
る
Ａ
Ｉ
の
仕
組
み
を
拝

見
し
、
Ａ
Ｉ
が
行
政
や
民
間
で
益
々
広

が
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の

Ａ
Ｉ
の
素
晴
ら
し
い
シ
ス
テ
ム
に
名
前

が
付
い
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

開
発
を
含
め
間
近
で
見
て
い
る
皆
さ
ん

か
ら
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
も
ら
い
、「
Ｒ

Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｉ
（
り
か
い
）」
と
い
う
名
称
に

決
定
し
た
。
こ
の
Ａ
Ｉ
の
仕
組
み
が
医

療
Ｄ
Ｘ
を
引
っ
張
っ
て
い
く
エ
ン
ジ
ン

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

と
述
べ
ら
れ
、
視
察
を
終
え
ま
し
た
。

　　

こ
の
後
、
塩
崎
政
務
官
と
神
田
理
事

長
は
じ
め
、
役
員
等
と
の
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

塩
崎
政
務
官　
　

医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
は
、

武
見
厚
生
労
働
大
臣
に
と
っ
て
大
変
思

い
入
れ
の
強
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
今
や
厚
労
省
を
越
え
て
、

内
閣
全
体
で
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
最
重
要
の
国
家
課
題
の
一
つ
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
医
療
Ｄ
Ｘ
を

進
め
て
い
く
ま
さ
に
中
核
部
の
エ
ン
ジ

ン
と
な
っ
て
、
様
々
な
シ
ス
テ
ム
開
発
、

そ
し
て
制
度
の
つ
く
り
込
み
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
支
払
基
金
の
皆
さ
ん
の

業
務
を
現
場
で
拝
見
し
、
大
変
感
銘
を

受
け
た
。
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
改
革
の
推
進

計
画
が
平
成
29
年
に
出
さ
れ
て
か
ら
、

こ
の
７
年
間
で
支
払
基
金
の
業
務
も
大

き
く
変
わ
っ
て
き
た
。
レ
セ
プ
ト
を
審

査
す
る
機
能
に
加
え
て
、
医
療
Ｄ
Ｘ
や

業
務
の
効
率
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
、

さ
ら
に
は
、
そ
こ
に
付
加
価
値
を
つ
け

て
い
く
こ
と
な
ど
多
様
な
業
務
を
担
っ

意
見
交
換
・
全
体
質
疑

　
　
　
　
　
　（
抜
粋
）
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Topics

ＡＩによるレセプト振分機能は、レセプトを特定のルールに基づいてグループ
に分類するという支払基金のＡＩの仕組みの英訳 Receipt Clustering using 
AI の頭文字を取った「ＲＥＣＡＩ（りかい）」と命名されました。

支払基金のＡＩシステムを命名

RECAI（りかい）の名称を紹介する神田理事長と塩崎厚生労働大臣政務官

　塩崎政務官は、視察後の会見で、マイナ保険証の顔認証や導入支援について「現場の
声をしっかりと持ち帰って、医療ＤＸを加速できるよう省内でも検討してまいりたい」
と述べられました。

　また、「目視を減らしながら、実際に審査の精度を上げていくために、ＡＩを使うこ
とは、まさに医療ＤＸの目指す姿を体現したようなものだ。大いに期待している。この
支払基金の役割について国民の理解が広がって欲しい」と述べられ、ＡＩ システムの名
称を発表しました。
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医
師
と
し
て

―
―
医
師
を
志
し
た
き
っ
か
け

　
両
親
が
開
業
医
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

自
宅
兼
診
療
所
で
診
療
時
間
後
の
夜
間
に

診
療
を
し
た
り
、
往
診
に
行
っ
た
り
と

困
っ
た
人
に
寄
り
添
う
姿
を
間
近
に
見
て
、

大
変
だ
け
れ
ど
大
切
な
仕
事
だ
と
思
い
、

中
学
生
の
頃
に
医
師
に
な
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

―
―
肝
臓
内
科
を
選
ん
だ
き
っ
か
け

　
消
化
器
内
科
入
局
時
に
肝
臓
内
科
を
専

門
と
し
て
い
る
教
授
と
一
緒
に
抄
読
会
に

参
加
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ
の
時
に
こ
の

教
授
の
下
で
勉
強
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。

　
あ
る
時
、
教
授
か
ら
「
肝
硬
変
に
お
け

る
ア
ミ
ノ
酸
代
謝
」
に
つ
い
て
研
究
す
る

よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
学
生
時
代
、
生

化
学
は
必
ず
し
も
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
研
究
し
て
み
る
と
非
常
に
興

味
深
く
、
人
体
を
理
解
す
る
に
は
形
態
学

だ
け
で
な
く
、
生
化
学
や
生
理
学
な
ど
、

機
能
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
大
事
だ

と
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
―
印
象
に
残
っ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

　
在
学
中
に
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
し
た
と
き

に
、
様
々
な
試
練
を
経
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
体
験
で
き
な
い
厳
し
い
研
究

が
あ
り
、
休
日
も
な
し
で
、
こ
れ
以
上
で

き
な
い
と
い
う
く
ら
い
頑
張
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
自
分
の
限
界
を
知
る
経
験

を
す
る
こ
と
で
、
自
身
に
合
っ
た
勉
強
の

仕
方
や
考
え
方
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
の
臨
床
、

研
究
、
教
育
活
動
を
大
変
有
意
義
な
も
の

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
働
き
方
改
革
等
が
あ
り
、
と
に

か
く
自
身
を
追
い
込
む
こ
と
が
大
切
と
い

う
時
代
で
は
な
い
の
で
、
学
生
や
若
い
医

師
に
対
し
て
、
何
が
何
で
も
自
分
が
や
っ

て
い
た
こ
と
と
同
じ
こ
と
を
や
ら
せ
る
の

で
は
な
く
、
相
手
の
進
捗
や
力
を
見
て
、

こ
の
人
は
こ
れ
ぐ
ら
い
ま
で
や
れ
ば
こ
こ

ま
で
行
く
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を

意
識
し
な
が
ら
、
指
導
や
お
願
い
を
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
は
、
興
味
の
あ
る
こ
と
を
一

生
懸
命
や
っ
て
、
達
成
感
を
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
日
頃
の
診
療
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

　
患
者
さ
ん
は
疾
患
を
治
療
し
て
終
わ
り

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
か
ら
社
会

に
出
て
、
自
ら
の
力
で
生
活
し
て
い
く
た

め
の
療
養
期
間
が
必
要
で
す
。
私
が
勤
め

て
い
る
病
院
は
「
地
域
の
医
療
は
地
域
で

守
る
」
と
い
う
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
を
推
進
す
る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

「
治
す
こ
と
だ
け
で
な
く
支
え
る
こ
と
や
寄

り
添
う
こ
と
」
と
い
う
「
生
活
支
援
型
医

療
」
を
提
供
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

治
療
だ
け
で
は
な
く
支
え
る
こ
と
や

寄
り
添
う
こ
と
で
地
域
医
療
を
守
り
た
い

加か

藤と
う 

章あ
き

信の
ぶ

　
岩
手
県
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会 

審
査
委
員
長

審査委員長に伺いました。
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う
こ
と
も
重
要
で
す
が
、
同
時
に
適
正
な

レ
セ
プ
ト
の
提
出
の
た
め
に
医
療
機
関
の

医
師
に
も
大
い
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
岩
手
事
務
局
で
は
、
県
の
基
幹
病
院
と

な
る
医
療
機
関
を
訪
問
し
、
改
善
し
て
ほ

し
い
点
な
ど
を
医
師
に
直
接
お
願
い
す

る
こ
と
を
始
め
て
い
ま
す
。
一
度
に
多

く
の
こ
と
を
お
願
い
す
る
と
相
手
も
恐

縮
し
て
し
ま
う
の
で
、
事
例
数
を
厳
選

し
、
一
回
の
訪
問
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
後
に
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を

回
し
て
、
実
際
に
よ
く
な
っ
て
い
る
の
か

ど
う
か
の
確
認
を
し
ま
す
。
も
し
改
善
が

不
十
分
だ
っ
た
ら
、
医
療
機
関
に
も
う
一

度
、「
こ
こ
は
頑
張
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
こ
は
も
う
一
回
確
認
し
て
く
だ
さ

い
」
と
お
願
い
し
、
そ
こ
が
ク
リ
ア
し
た

ら
、
ま
た
次
の
課
題
を
お
願
い
す
る
と
い

う
よ
う
な
形
で
、
少
し
ず
つ
協
力
し
て
も

ら
い
な
が
ら
最
終
的
に
大
き
い
成
果
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

―
―
保
険
者
や
医
療
機
関
に
伝
え
た
い
こ

と　
保
険
者
か
ら
の
申
出
で
薬
剤
の
使
用
量

に
い
ろ
い
ろ
質
問
に
き
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
、
と
て
も
良
い
雰
囲
気
に
な
っ
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
審
査
委
員
に
は
、

職
員
の
質
問
に
は
丁
寧
に
答
え
て
ほ
し
い

と
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
特
に
若
手
職
員

が
多
く
の
審
査
委
員
と
気
兼
ね
な
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
は
、
本

人
の
一
層
の
実
力
向
上
に
繋
が
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

―
―
適
正
な
レ
セ
プ
ト
請
求
に
向
け
て
の

取
組

　
支
払
基
金
で
適
正
な
審
査
を
す
る
と
い

ま
す
。

審
査
委
員
長
と
し
て

―
―
審
査
委
員
長
と
し
て
思
う
こ
と

　
病
院
長
と
の
兼
任
で
あ
り
、
終
日
、
支

払
基
金
の
事
務
所
に
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
他
の
審
査
委
員
や
支
払
基
金
職
員

に
は
不
自
由
と
迷
惑
を
か
け
て
い
る
と
思

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事
務
所
に
い
な
い

時
で
も
、
で
き
る
限
り
電
話
な
ど
で
連
絡

を
も
ら
い
、
い
つ
で
も
対
応
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

―
―
集
約
後
の
職
員
と
の
連
携
に
つ
い
て

　
審
査
事
務
集
約
後
、
盛
岡
分
室
に
は
青

森
と
秋
田
の
職
員
が
異
動
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
支
部
と
異
な
る
雰
囲
気
や
地

域
性
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
岩
手
の

職
員
や
審
査
委
員
と
分
け
隔
て
な
く
交
流

す
る
こ
と
で
、
北
東
北
を
中
心
と
し
た
東

北
全
体
で
の
地
域
間
の
格
差
解
消
、
後
に

全
国
的
に
も
審
査
結
果
の
差
異
解
消
や
業

務
の
効
率
化
に
繋
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
盛
岡
分
室
に
は
多
く
の
新
規
採

用
職
員
が
配
属
さ
れ
、
若
手
職
員
を
中
心

や
使
用
方
法
の
疑
義
を
寄
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
患
者
の
個
々
の

状
態
に
応
じ
て
最
適
と
判
断
し
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

　
医
療
機
関
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
特
殊

な
治
療
方
法
に
な
っ
た
際
は
一
言
コ
メ
ン

ト
を
記
載
い
た
だ
け
れ
ば
、
必
要
な
理
由

が
明
確
に
分
か
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
メ

ン
ト
を
書
い
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
再
審

査
や
再
々
審
査
が
減
少
し
、
審
査
委
員
の

負
担
も
軽
減
し
ま
す
の
で
、
特
に
医
療
機

関
に
勤
務
し
て
い
る
審
査
委
員
は
、
医
療

現
場
に
注
力
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て

―
―
趣
味
や
休
日
の
過
ご
し
方

　
大
学
医
局
に
所
属
し
た
こ
ろ
か
ら
、
ま

と
ま
っ
た
時
間
を
趣
味
に
あ
て
る
こ
と
が

難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
学
会
参
加
時
に

異
な
っ
た
地
方
の
空
気
を
吸
っ
た
り
、
路

線
バ
ス
に
乗
っ
た
り
し
て
街
の
雰
囲
気
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
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鳥
取
事
務
局
は
審
査
事
務
集
約
後
１

課
２
係
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
、
昨
年
４

月
か
ら
は
集
約
前
の
約
半
数
と
な
る
15

人
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
集
約
前

か
ら
全
国
最
小
ユ
ニ
ッ
ト
の
支
部
と
し

て
業
務
を
こ
な
し
て
き
ま
し
た
の
で
、

少
な
い
人
数
で
様
々
な
業
務
処
理
を
効

率
的
に
行
う
こ
と
に
対
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

が
職
員
の
中
で
自
然
と
培
わ
れ
て
い
ま

す
。
一
言
で
い
う
と
「
山
椒
は
小
粒
で

も
ぴ
り
り
と
辛
い
」
そ
ん
な
地
方
組
織

で
す
。

　

事
務
局
の
職
員
15
人
で
業
務
を
行
う

た
め
に
は
、
助
け
合
い
（
相
互
協
力
）

の
精
神
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
業
務
量

の
ピ
ー
ク
と
な
る
医
療
機
関
へ
の
返
戻

発
送
業
務
に
あ
っ
て
は
、
継
続
雇
用
職

員
や
臨
時
職
員
を
総
動
員
し
、
単
に
作

業
の
進
捗
状
況
を
管
理
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
各
工
程
で
の
誤
り
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
、
振
り
返
り
会
で
情
報
共
有

し
て
協
議
・
検
討
し
な
が
ら
作
業
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

　

集
約
後
か
ら
特
に
大
切
に
し
て
い
る

の
は
、
職
員
が
共
通
認
識
の
も
と
に
、

同
じ
ベ
ク
ト
ル
を
向
き
目
標
達
成
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
鳥
取
事
務
局
も
日

本
の
医
療
保
険
制
度
を
支
え
る
審
査
支

払
の
専
門
機
関
と
し
て
、
関
係
団
体
を

は
じ
め
と
す
る
国
民
の
皆
様
に
対
し
て
、

信
頼
さ
れ
る
専
門
機
関
で
あ
る
と
い
う

強
い
使
命
感
を
も
っ
て
、「
少
数
精
鋭
」

で
日
々
精
進
し
て
お
り
ま
す
。

事
務
局
の
職
員
に
聞
き
ま
し
た

―
―
様
々
な
業
務
を
少
な
い
職
員
で
行

う
に
当
た
っ
て
、
工
夫
し
て
い
る
こ
と

や
独
自
に
行
っ
て
い
る
取
組
は
あ
り
ま

す
か

　

職
員
数
が
少
な
い
事
務
局
に
お
い
て

は
、
輻
輳
す
る
業
務
も
多
い
こ
と
か
ら
、

自
分
の
仕
事
の
範
囲
に
限
定
す
る
こ
と

な
く
、
常
に
全
職
員
の
動
き
と
業
務
全

体
の
進
捗
を
把
握
す
る
と
い
う
視
点
が

大
切
で
す
。

　

鳥
取
県
で
は
、
平
成
20
年
４
月
か
ら

「
地
方
単
独
医
療
費
助
成
事
業
」
を

１
０
０
％
受
託
し
て
い
る
た
め
、
コ
ロ

ナ
禍
で
は
コ
ロ
ナ
に
係
る
公
費
分
レ
セ

プ
ト
の
請
求
に
よ
り
シ
ス
テ
ム
で
自
動

計
算
で
き
な
い
公
費
四
者
併
用
の
紙
レ

セ
プ
ト
が
増
加
し
、
金
額
計
算
用
セ
パ

レ
ー
タ
ー
の
作
成
や
診
療
報
酬
等
請
求

書
と
紙
レ
セ
プ
ト
件
数
の
入
念
な
確
認

等
、
付
随
す
る
業
務
処
理
に
大
変
苦
慮

し
ま
し
た
が
、
全
所
体
制
で
作
業
を
行

い
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

昨
今
の
「
電
子
情
報
処
理
組
織
等
を

用
い
た
費
用
の
請
求
に
関
す
る
取
扱
要

領
」
の
改
正
に
よ
り
レ
セ
プ
ト
の
電
子

化
が
進
み
、
紙
レ
セ
プ
ト
の
請
求
は
減

少
し
て
き
ま
し
た
が
、
集
約
直
後
は
紙

レ
セ
プ
ト
も
多
く
、
画
像
取
得
を
行
う

た
め
の
拠
点
で
あ
る
大
阪
セ
ン
タ
ー
へ

の
送
付
業
務
も
か
な
り
厳
し
い
日
程
で

し
た
。
こ
の
紙
レ
セ
プ
ト
処
理
に
つ
い

て
も
、
全
所
体
制
で
業
務
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

全
所
体
制
で
業
務
を
行
う
た
め
に
も
、

個
人
で
行
う
作
業
の
手
順
書
を
作
成
し

て
共
有
し
、
属
人
化
を
防
ぐ
取
組
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
誤

発
送
を
防
止
す
る
た
め
、
返
戻
発
送
・

請
求
関
係
帳
票
発
送
時
に
、「
ポ
モ
ド

ー
ロ
テ
ク
ニ
ッ
ク
※
」
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
休
憩
時
間
を
定
め
、
時
に
は

作
業
の
進
捗
状
況
や
意
見
交
換
等
を
し

て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
で
集
中

力
が
途
切
れ
ず
作
業
が
で
き
て
い
ま
す
。

※　

仕
事
を
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
分
け
、
短
い
休

憩
を
は
さ
ん
で
行
う
こ
と
で
集
中
力
を
最

大
化
す
る
た
め
の
時
間
管
理
術

　

加
え
て
、
皆
が
集
中
し
て
発
送
業
務

が
で
き
る
よ
う
に
、
電
話
応
対
は
発
送

業
務
に
携
わ
っ
て
い
な
い
管
理
職
等
が

行
っ
て
い
ま
す
。
反
対
に
、
管
理
職
の

み
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
昼
休
憩
中
の

窓
口
受
付
や
電
話
応
対
を
、
休
憩
時
間

を
ず
ら
す
な
ど
し
て
職
員
も
対
応
し
、

鳥
取
事
務
局
全
体
で
協
力
し
な
が
ら
毎

日
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
互
協
力
の
精
神
が

組
織
力
を
強
化
す
る

地方組織紹介

鳥
取
審
査
委
員
会
事
務
局

鳥取審査委員会事務局
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行
っ
て
い
ま
す
。

―
―
鳥
取
事
務
局
の
審
査
運
営
協
議
会

が
活
発
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
が

　

審
査
運
営
協
議
会
は
出
席
率
も
高
く
、

支
払
基
金
側
か
ら
の
一
方
的
な
説
明
や

報
告
だ
け
で
な
く
、
協
議
会
委
員
、
参

与
か
ら
の
ご
発
言
も
多
く
、
た
い
へ
ん

有
意
義
な
会
議
と
な
っ
て
い
ま
す
。
審

査
実
績
及
び
審
査
委
員
会
の
運
営
に
か

か
る
ご
意
見
、
ご
質
問
は
も
と
よ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
や
電
子
処
方

箋
の
導
入
状
況
な
ど
、
ま
た
、
県
内

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況

や
変
異
株
の
変
遷
と
い
っ
た
情
報
交

換
等
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
し
て
い
る
審

査
委
員
長
か
ら
も
、
毎
回
、
ご
発
言

を
い
た
だ
き
、
活
発
な
審
査
運
営
協

議
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
、
辻
田
事
務
局
長
か
ら

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
一
言
お
願
い
し
ま

す
　

鳥
取
事
務
局
職
員
は
審
査
事
務
を

行
っ
て
い
な
い
た
め
、
ど
う
し
て
も

審
査
事
務
能
力
の
低
下
は
否
め
ま
せ

ん
。
事
務
局
で
は
審
査
委
員
会
の
補

に
と
っ
て
檜
舞
台
で
す
。
審
査
委
員
の

サ
ポ
ー
ト
が
す
ぐ
で
き
る
よ
う
、
審
査

委
員
会
補
助
時
は
審
査
委
員
会
室
の
中

央
で
職
員
が
目
を
配
り
審
査
委
員
の
質

問
に
答
え
た
り
、
審
査
委
員
の
隣
に

座
っ
て
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
サ
ポ
ー
ト
し

た
り
と
、
事
務
局
職
員
も
審
査
結
果
の

不
合
理
な
差
異
解
消
に
向
け
た
一
翼
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

山
陰
エ
リ
ア
は
横
に
長
い
地
形
で
、

鳥
取
事
務
局
と
米
子
分
室
は
約
１
０
０

㎞
離
れ
て
い
ま
す
が
、
米
子
分
室
と
島

根
事
務
局
間
は
約
30
㎞
と
近
い
距
離
に

あ
り
ま
す
。
か
つ
、
雨
・
風
・
雪
な
ど

の
天
候
の
影
響
を
受
け
や
す
い
地
域
で

あ
る
た
め
、
米
子
分
室
の
職
員
が
鳥
取

事
務
局
に
サ
テ
ラ
イ
ト
勤
務
し
た
り
、

米
子
分
室
を
サ
テ
ラ
イ
ト
審
査
と
し
て

活
用
し
て
い
る
審
査
委
員
も
お
ら
れ
ま

す
。
サ
テ
ラ
イ
ト
審
査
は
、
審
査
事
務

を
担
当
す
る
米
子
分
室
職
員
と
審
査
委

員
が
直
接
的
連
携
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
米
子
分
室
・
鳥
取
事
務
局
・

島
根
事
務
局
で
は
、
業
務
内
容
な
ど
を

議
題
に
し
た
山
陰
３
拠
点
連
携
会
議
に

管
理
職
と
係
長
が
出
席
し
、
毎
月
開
催

す
る
こ
と
で
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を

―
―
集
約
後
か
ら
こ
れ
ま
で
に
職
員
の

意
識
の
変
化
な
ど
は
あ
り
ま
し
た
か

　

私
た
ち
は
集
約
前
、
全
国
最
小
支
部

で
あ
っ
た
た
め
様
々
な
業
務
に
携
わ
る

機
会
も
多
く
効
率
的
に
行
う
こ
と
に
対

す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
集

約
後
の
輻
輳
す
る
業
務
処
理
の
細
部
は

分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
職
員
の
フ

ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
溜
ま
っ
て
い
く

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
職

場
環
境
を
良
く
す
る
こ
と
に
重
点
を
置

き
、
課
題
を
明
確
に
し
て
話
し
合
う
な

ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が

ら
問
題
解
決
し
て
い
き
ま
し
た
。

―
―
事
務
局
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
審
査
委
員
、
中
四
国
審
査
事

務
セ
ン
タ
ー
米
子
分
室
と
の
連
携
は
ど

の
よ
う
に
図
っ
て
い
ま
す
か

　

米
子
分
室
で
審
査
事
務
を
行
い
、
鳥

取
事
務
局
の
職
員
は
、
医
学
的
妥
当
性

を
判
断
す
る
審
査
委
員
の
審
査
補
助
業

務
に
重
点
を
置
き
、
審
査
委
員
会
と
連

携
し
、
分
室
と
事
務
局
は
い
わ
ば
車
の

両
輪
と
な
っ
て
意
思
疎
通
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

審
査
委
員
あ
っ
て
の
事
務
局
職
員
で

あ
り
、
審
査
委
員
会
室
は
事
務
局
職
員

Action!　鳥取審査委員会事務局

　安本担当係長 　千村担当係長 　辻田事務局長

　山川業務課長 　徳橋係長 　宮城主査

助
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
根
本
で

あ
る
審
査
事
務
が
で
き
な
い
と
審
査
委

員
会
の
サ
ポ
ー
ト
能
力
の
低
下
も
懸
念

さ
れ
る
た
め
、
積
極
的
に
本
部
や
ブ

ロ
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
る
職
員
研
修
に
は

参
加
し
て
知
識
を
深
め
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

周
り
の
職
員
の
協
力
も
必
要
で
す
し
、

研
修
を
受
け
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
も

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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保険者からの再審査請求において
「原審どおり」となる事例の解説

初診月における糖尿病疑いに対するＤ288の２ 耐糖能精密
検査の算定について

【告示　令和４年３月４日付け厚生労働省告示第54号】（抜粋）

＜別表第一　医科診療報酬点数表・第２章・第３部・第３節　生体検査料（負荷試験等）＞
　Ｄ288　糖負荷試験
２　耐糖能精密検査（常用負荷試験及び血中インスリン測定又は常用負荷試験及び血中Ｃ－
ペプチド測定を行った場合）　　900点

事 例

　本事例は、保険者からの再審査請求において「糖尿病疑いでの耐糖能精密検査の算定はいかが
か」との申出が行われた事例です。
　糖尿病疑いの初診月における耐糖能精密検査は、血糖値、ＨｂＡ１ｃの数値により強く糖尿病
が疑われる場合、糖尿病の診断だけでなく、インスリン分泌能、インスリン初期分泌の低下、イ
ンスリン抵抗性等を同時に把握でき、病型・病態の診断や治療法の選択上必要であることを踏ま
え、審査情報提供事例（医科）において認められるとしていることから、本事例は原則として原
審どおりとなりますので、再審査請求の申出を行う場合はご留意ください。

【審査情報提供事例（医科）】（抜粋）
（公表日：平成19年3月16日）

○耐糖能精密検査（糖尿病疑い）　

○取扱い
　原則として、「糖尿病疑い」の初診月に耐糖能精密検査（糖負荷試験）は認められる。

○取扱いを定めた理由
　血糖値、ＨｂＡ１ｃの数値により強く糖尿病が疑われる場合、負荷時におけるインスリン又は
Ｃペプチドの測定は、糖尿病の診断だけでなく、インスリン分泌能、インスリン初期分泌の低下、
インスリン抵抗性等を同時に把握でき、病型・病態の診断や治療法の選択上必要である。
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保険者からの再審査申出内容

　糖尿病疑いでの耐糖能精密検査の算定はいかがでしょうか。

原審どおりとなる理由

　糖尿病疑いの初診月における耐糖能精密検査は、血糖値、ＨｂＡ１ｃの数値により強く糖尿病
が疑われる場合、負荷時におけるインスリン又はＣペプチドの測定は、糖尿病の診断だけでなく、
インスリン分泌能、インスリン初期分泌の低下、インスリン抵抗性等を同時に把握でき、病型・
病態の診断や治療法の選択上必要であることから、原審どおりとなります。
　なお、このことについては、支払基金における「審査情報提供事例（医科）」（公表日:平成19
年3月16日）において、原則として、認められる旨示しております。
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おたずねに
答えて

例年、確定申告の時期に支払基金に多く寄せられる「支払調書」に関する問い合わせを紹介します。

AQ
報酬、料金、契約金及び賞金の支払調書について―医療機関等の方へ―

Q2 支払調書の「支払金額」と当座口振込通知書の「振込額」12か月分
の合計金額が一致しないのはなぜですか。

A2

　支払調書は、毎年２月の支払完了後の２月25日頃に送付します。
　また、支払調書は毎月の当座口振込通知書を基に作成しており、１月診療分から
12月診療分、つまり３月支払分から２月支払分までの１年分の合計で作成していま
す。

Q1
報酬、料金、契約金及び賞金の支払調書（以下「支払調書」という）
の医療機関等への発送予定日はいつ頃になりますか。
また、支払調書は何を基に作成されていますか。

A1

次ページに支払調書の見方を掲載しているほか、支払基金ホームページにもＱ＆Ａを
掲載していますので、ご活用ください。
トップページ → 診療報酬の請求支払 → 当座口振込通知書・支払調書 → 支払調書

　原則、支払調書の「支払金額」は、当座口振込通知書の「診療報酬支払確定額」
欄の12か月の合計金額と一致しますので、次の点を確認したうえで、一致しな
い場合は保険医療機関等の所在する都道府県の審査委員会事務局（審査事務セン
ター併設の場合は審査事務センター）へお問合せください。
●支払調書の「支払金額」は源泉徴収額を含みます。
●当座口振込通知書の「差引振込額」は、源泉徴収額を控除した金額です。
●支払調書の「支払金額」は「特定健診・特定保健指導費」、「出産育児一時金
等」及び「電子証明書発行・更新料」に係る金額を除く金額です。

支払調書の「支払金額」＝当座口振込通知書の「診療報酬支払確定額」欄の
  12か月の合計金額（１月診療（３月支払）分～ 12月診療（２月支払）分）
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　報酬、料金、契約金及び賞金の支払調書（以下「支払調書」という。）は、当座口振込通知書の「診
療報酬支払確定額」等の１年分の総点数・総額を表示しています。
　なお、「１年分」については、１月診療分〜 12月診療分になります。

報酬、料金、契約金及び賞金の支払調書〈医療機関等の方へ〉
帳票の見方

表示内容

Ⓐ「区分」欄
医科、歯科、調剤、訪問別を表示しています。
Ⓑ「支払金額」欄
当座口振込通知書の「診療報酬支払確定額」欄の1年分（1月診療分〜12月診療分を合算した額）（以下「総金額」という）の総額を表
示しています。
Ⓒ「源泉徴収税額」欄
当座口振込通知書の「源泉徴収税額」欄の1年分の総金額を表示しています。
Ⓓ摘要の「内本人分」欄
当座口振込通知書の「医保本人」欄の1年分の総点数、総金額を表示しています。
Ⓔ摘要の「内家族分」欄
当座口振込通知書の「医保家族」欄の1年分の総点数、総金額を表示しています。
Ⓕ摘要の「内老人保健分」欄
当座口振込通知書の「老人保健」欄の1年分の総点数、総金額を表示しています。
Ⓖ摘要の「内食事・生活療養費」欄
左側は、当座口振込通知書の「食事・生活療養」欄上段の食事・生活基準額（医療保険及び老人保健に係る金額）の1年分の総額を
表示しています。右側は、当座口振込通知書の「食事・生活療養」欄下段の食事・生活支給額（「食事・生活基準額」から「標準負担額」
を控除した金額）の1年分の総額を表示しています。

●支払調書には、特定健診・特定保健指導費及び出産育児一時金等の支払金額は含まれていません。

A B C

D

E

F

G
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information
理事会開催状況

プレスリリース発信状況

オンライン資格確認システムの導入状況

12月 １日 令和５年９月診療分は対前年同月伸び率で確定件数 6.0%増加、確定金額 6.4%増加

12月20日 12月定例記者会見を開催

12月27日 令和６年度における審査支払業務の平均手数料は、令和５年度から2.40円引き下げの55.90円／

件に

12月理事会は12月18日に開催され、議題は次のとおりでした。

出典：厚生労働省HPより

議　題
　１　議事

　令和５事業年度社会保険診療報酬支払基金事業計画及び保健医療情報会計・医療介護情報化等特別会

計予算等変更（案）

　２　定例報告

　　⑴　令和５年10月審査分の審査状況

　　⑵　令和５年11月審査分の特別審査委員会審査状況

　　⑶　令和５年11月理事会議事録の公表

　３　その他

　　　令和５年度給与改定関係
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支払基金 地方公共団体医療機関等

レセプト

５月診療分
患者18歳

レセプト

５月診療分
患者18歳

請求

請求

請求ご連絡があった場合

ご連絡がなかった場合

返戻
支払基金の
保有情報では
18歳は対象外

請求
されない

医療費助成制度に変更など
ありませんか？

支払基金に医療費助成事業を委託中の地方公共団体の皆さまへ

対象の年齢を
拡大する

自己負担額を
変更する

廃止する
制度がある

※支払基金へ新規に委託する場合は、検討段階でご連絡をお願いします

支払基金が受託している医療費助成事業はホームページに掲載しています
トップページ → 事業内容 → 医療費助成事業関係業務 → 支払基金が受託している医療費助成事業

助成内容に変更（廃止を含む）などがある場合は

決定次第　速やかに
（遅くとも変更する月の前々月の10日までに）

  支払基金にご連絡をお願いします！

事前に連絡しなかっ
た場合、どんな影響
がありますか？

助成内容に合致しているレセプトが医療機関に返戻
される場合や、助成対象外の誤りのあるレセプトが
地方公共団体に請求される場合があります。

Q A
例えば…5月に対象年齢を15歳から18歳に拡大した場合

（例）5月に変更がある場合、3月10日までにご連絡︎ください☎
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